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22月号

　上赤谷集落で毎年 2 月に　上赤谷集落で毎年 2 月に
実施している「賽ノ神」、同じ実施している「賽ノ神」、同じ
日の夜には「赤谷どんつきま日の夜には「赤谷どんつきま
つり」を行います。火祭りかつり」を行います。火祭りか
らはじまる赤谷の歴史ある行らはじまる赤谷の歴史ある行
事です。事です。

特
集
特
集

「今年の無病息災と五穀豊穣を願って」「今年の無病息災と五穀豊穣を願って」
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2令和６年２月号

「
5
年
後
に
は
法
人
化
を

そ
し
て
古
き
良
き
物
を
残
し
た
い
」

加
治
地
区　

大
沼　

春
子
さ
ん
（
51
歳
）

　
新
発
田
市
と
新
潟
市
北
区
で
、
先
輩
農
業
者
の
力
を
借
り

て
水
稲
を
中
心
に
2
・
4
ha
、
プ
チ
ベ
ー
ル
、
オ
ー
タ
ム
ポ

エ
ム
、
レ
ン
コ
ン
、
ジ
ャ
ン
ボ
に
ん
に
く
等
で
10
ａ
の
作
物

を
栽
培
し
て
い
る
大
沼
さ
ん
。

　
48
歳
の
時
に
農
業
大
学
校
で
1
年
間
学
ん
で
、
就
農
3
年

目
。
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
リ
モ
ー
ト
授
業
が
多
く
、
な
か
な
か

大
変
で
、
そ
ん
な
時
は
友
人
と
連
絡
を
と
り
合
い
情
報
を
共

有
し
て
勉
強
し
て
き
た
と
の
こ
と
。
以
前
は
普
通
の
会
社
員

だ
っ
た
大
沼
さ
ん
。「
父
が
長
年
兼
業
農
家
と
し
て
や
っ
て
き

ま
し
た
の
で
、
少
し
は
わ
か
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

い
ざ
や
っ
て
み
る
と
大
変
で
日
々
勉
強
で
す
。
収
穫
作
物
は

全
量
直
販
し
て
い
ま
す
。
会
社
員
と
違
い
、
自
由
に
時
間
が

使
え
る
な
ど
、
利
点
も
多
く
や
れ
ば
自
分
に
返
っ
て
く
る
こ

と
に
喜
び
が
あ
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
は
ド
ロ
ー
ン
散
布
な
ど
、
機
械
作
業
委
託
も
受
託
し
て

お
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を
使
っ

て
い
て
、
特
に
動
力
散
布
機
が
重
く
使
い
づ
ら
い
の
で
体
を

鍛
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

　「
将
来
は
長
女
に
後
継
者
と
し
て
一
緒
に
や
っ
て
も
ら
い
、

2
年
後
に
は
、
4
・
4
ha
に
規
模
拡
大
し
て
5
年
後
に
は
、

法
人
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
単
に
規
模
拡
大
に
と
ど
ま

ら
ず
、古
き
良
き
茗
荷
谷
米
を
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
未
来
に
向
か
っ
て
大
き
な
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
大
沼
さ
ん
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　

農
業
委
員　

村
田　

研
悦
）

新規就農者紹介新規就農者紹介



3 令和６年２月号

「
安
心
安
全
で
喜
ば
れ
る
も
の
を
」

豊
浦
地
区　

五
十
嵐　

陸
さ
ん
（
26
歳
）

　
学
校
卒
業
後
は
神
奈
川
の
企
業
に
就
職
し
て
い
ま
し
た

が
、
学
生
時
代
に
祖
父
母
の
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
時
の

楽
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
御
両
親
に
相
談
し
、
就
農
を
決
め

た
そ
う
で
す
。（
現
在
は
就
農
2
年
目
）

　
就
農
当
初
、
水
稲
だ
け
で
は
収
入
が
不
安
定
と
い
う
こ
と

で
、
農
協
よ
り
越
後
姫
を
勧
め
ら
れ
て
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
、
紫
雲
寺
地
区
の
先
輩
農
家
さ
ん
の
元
で
研
修
を
さ
れ
て

い
た
時
に
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
勧
め
ら
れ
、
免

許
を
取
得
さ
れ
、
水
稲
・
イ
チ
ゴ
・
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
メ
イ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
チ
ゴ
出
荷
先
は
、
農
協
や
市
内
の
直
売
所
と
直
接
販
売

も
行
っ
て
お
り
、
評
判
も
上
々
で
多
く
の
方
々
が
買
い
求
め

に
来
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、「
規
模
を
拡
大
し
、
安
心
安
全
で
消
費
者

の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　
　

横
野　

寛
）

特集
未来に羽ばたけ未来に羽ばたけ

新規就農者紹介新規就農者紹介

審
査
会
で
受
賞
し
ま
し
た

審
査
会
で
受
賞
し
ま
し
た

　
11
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
5
年
度
施
設

園
芸
立
毛
品
評
会
審
査
会
に
お
い
て
、
イ
チ
ゴ

部
門
の
「
新
潟
県
農
業
会
議
会
長
賞
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



4令和６年２月号

横手市十五野団地でハウス 53 棟を運営
する法人の佐々木代表は「反収で水稲の
何倍にもなること」を力説

震災時の避難受け入れに感謝の意を表し、
丁寧、熱心に説明いただいた南相馬市の
関係者

豪雪地の横手市でハウスの空調、融雪対
策に地下水を利用（写真はハウス間の融
雪槽）

南相馬市の復興モデル法人「I love ファー
ムおだか」は水稲 50ha とブロッコリー
60ha を作付けする

　
本
県
同
様
に
「
米
単
作
か
ら
脱
却
」
を
目
指
す
秋
田
県
の
市
町
村
で
園
芸
産

出
額
ト
ッ
プ
の
横
手
市
と
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
福
島

県
南
相
馬
市
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　
横
手
市
十
五
野
（
じ
ゅ
う
ご
の
）
ハ
ウ
ス
団
地
は
圃
場
整
備
を
契
機
に
水
稲

か
ら
収
益
性
の
高
い
菌
床
椎
茸
の
周
年
栽
培
と
ほ
う
れ
ん
草
に
切
り
替
え
た
産

地
で
す
。
同
市
で
は
県
の
産
地
育
成
事
業
の
も
と
戦
略
品
目
を
定
め
椎
茸
団
地

の
ほ
か
、
様
々
な
園
芸
品
目
を
取
り
入
れ
た
産
地
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
と

の
こ
と
、
ま
た
Ｊ
Ａ
選
果
場
や
県
果
樹
試
験
場
の
ほ
か
、
市
で
園
芸
振
興
拠
点

セ
ン
タ
ー
を
有
し
て
お
り
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
産
構
造
転

換
の
た
め
に
は
、生
産
者
の
経
営
判
断
を
後
押
し
す
る
県
を
含
め
た
関
係
機
関
・

団
体
の
連
携
に
よ
る
強
力
な
施
策
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
南
相
馬
市
は
震
災
前
に
比
べ
て
営
農
再
開
面
積
で
64
％
、
基
幹
的
農
業
従
事

者
は
4
割
以
下
と
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
圃
場
・
拠
点
施
設
整

備
と
高
生
産
性
農
業
の
確
立
、
担
い
手
確
保
の
課
題
に
必
死
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
近
い
将
来
新
発
田
市
も
直
面
す
る
課
題
で
す
。

郷
土
を
愛
し
農
業
で
頑
張
る
南
相
馬
市
の
生
産
者
及
び
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
、

復
興
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
未
来
に
向
け
て
新
し
い
地
域
農
業
を
つ

く
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
取
り
組
み
が
他
の
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

農
政
推
進
部
会
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
　

　
加
藤
　
雅
之

農
業
委
員
会
視
察
研
修
を
終
え
て

令
和
5
年
11
月
16
日
、
17
日

秋
田
県
横
手
市
・
福
島
県
南
相
馬
市



5 令和６年２月号

　
新
潟
県
女
性
農
業
委
員
の
会
総
会
と
研
修
会
が
さ
る
令
和

5
年
12
月
5
・
6
日
に
東
映
ホ
テ
ル
（
新
潟
市
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
研
修
会
の
中
で
新
発
田
市
農
業
委
員

会
情
報
活
動
部
会
「
農
業
委
員
会
活
動
の
見
え
る
化
推
進
」

と
題
し
事
例
発
表
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
、
新
発
田
市
の
概
要
か

ら
各
部
会
に
つ
い
て
の
説
明
、
ま
た
、
情
報
活
動
部
会
の
毎

年
の
活
動
や
広
報
誌
「
さ
わ
や
か
」
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
発
田
市
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
2
回

（
夏
・
春
）
全
8
ペ
ー
ジ
、
表
と
裏
表
紙
カ
ラ
ー
刷
り
で
広
報

誌
「
さ
わ
や
か
」
を
毎
回
8
千
部
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
県

内
で
は
、
こ
の
よ
う
な
広
報
誌
を
発
行
し
て
い
る
農
業
委
員

会
は
少
な
く
、白
黒
だ
っ
た
り
、一
枚
裏
表
だ
っ
た
り
と
様
々

な
よ
う
で
す
。ま
た
、広
報
誌
を
介
し
て
さ
ら
に
多
く
の
方
々

に
情
報
を
伝
え
、
農
業
委
員
活
動
の
見
え
る
化
を
推
進
す
る

た
め
、
様
々
な
課
題
を
提
案
し
検
討
を
重
ね
て
い
る
現
状
も

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
さ
ら
な
る
紙
面
の
内
容
充
実
を
図
り
、
さ
ら
に

多
く
の
農
業
者
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
紙
面
作
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
令
和
5
年
春
号
で
は
初
め
て
二
次

元
コ
ー
ド
を
記
事
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
忙
な
農

業
者
に
農
業
委
員
会
情
報
を
い
つ
で
も
手
元
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
提
供
の
検
討
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
全
国
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
農
業
委
員
会
が
２
委
員
会
と
取
り
組
ん
で

い
る
委
員
会
は
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
新
発
田
市
農

業
委
員
会
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
取
り
組
む

た
め
、
部
内
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
広
報
誌
「
さ
わ
や
か
」
が
認
め
ら
れ
、
第
29

回
（
令
和
4
年
度
）
全
国
農
業
委
員
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル

に
於
い
て
全
国
農
業
新
聞
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
今
ま
で
情
報
活
動
部
会
に
携
わ
っ
て
き
た
委
員
の
方
々
、

そ
し
て
読
者
の
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
活
動
の
見
え
る
化
を
推
進
す
る
た
め
、ま
た
、

さ
ら
に
よ
り
多
く
の
農
業
者
へ
農
業
委
員
会
情
報
や
新
発
田

市
内
の
農
地
情
報
な
ど
役
立
つ
内
容
を
お
届
け
す
る
た
め
、

今
後
も
様
々
な
形
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
ん
な
情
報
が
欲
し
い
な
ど
ご
意
見
や
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
ま
で
ご
意
見
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。�

（
農
業
委
員　

若
杉　

智
代
子
）

第 29 回　全国農業新聞賞受賞 広報活動事例発表（於：女性農業委員の会）

「
農
業
委
員
会
活
動
の
見
え
る
化
推
進
活
動
」



6令和６年２月号

　
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
よ
る
農
業
者
減
少
、
耕
作
放
棄
地
拡
大
等
に
よ
り
、

地
域
の
農
地
が
適
正
に
利
用
さ
れ
や
す
い
よ
う
、
令
和
５
年
４
月
の
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
等
改
正
に
よ
り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
法
定
化
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
地
域
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
地
域

内
外
か
ら
農
地
の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保
し
つ
つ
、農
地
中
間
管
理
機
構（
新

潟
県
農
林
公
社
）
を
活
用
し
た
農
地
の
集
約
化
等
を
進
め
、
目
指
す
べ
き
10

年
後
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る
「
地
域
計
画
（
目
標
地
図
含
む
）」
を
、

令
和
７
年
３
月
迄
に
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

関
係
機
関
の
打
合
せ
で

は
、
新
発
田
地
域
振
興
局
、

Ｊ
Ａ
、
各
土
地
改
良
区
、
市

農
林
水
産
課
、
農
業
委
員
会

（
各
地
域
の
農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
）
が

出
席
し
、
今
後
の
地
域
で
の

話
し
合
い
の
方
法
や
各
地
域

の
実
情
等
の
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
ま
す
。
今
後
、
担
い
手

に
該
当
す
る
方
等
に
は
、
会

議
へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る

場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。	

　
新
潟
県
内
の
各
農
業
委
員
会
が
一
堂
に
会

し
、
今
年
は
約
７
０
０
人
の
出
席
と
な
り
、
当

市
か
ら
は
会
長
を
含
め
25
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
大
会
は
、
永
年
勤
続
等
の
委
員
の
表
彰
式
に

始
ま
り
、
全
国
農
業
会
議
所
の
稲
垣
専
務
理
事

か
ら
情
勢
報
告
、
新
潟
食
料
農
業
大
学
の
渡
辺

学
長
か
ら
は
「
地
域
計
画
」
に
つ
い
て
の
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、要
請
決
議
等
の
３
議
案
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
発
田
市
か
ら
は
、4
名
の
女
性
農
業
委
員
・

農
地
利
用
適
正
化
推
進
委
員
が
参
加
し
、
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
が
講
師
と
な
っ
て
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
を
習
得
す
る
研

修
を
行
い
ま
し
た
。「
仕
事
の
や
り
が
い
と

は
？
」「
こ
ん
な
職
場
な
ら
働
き
や
す
い
？
」
な

ど
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
講
し
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
行
い
ま
し
た
。

　
県
下
か
ら
集
ま
っ
た
総
勢
約
50
名
の
み
な
さ

ん
が
交
流
を
深
め
、
内
容
の
濃
い
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
活
動
報
告

農
業
委
員
会
の
活
動
報
告
　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動
に
と
っ
て
、
各
種
の
大
会
・
研
修

へ
の
参
加
も
大
切
な
業
務
の
一
環
で
す
。

　
こ
こ
で
は
11
月
以
降
に
開
催
さ
れ
た
も
の
か
ら
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今後の地域での話し合いの方法や各地域の実情等の
打合せを行っています。（撮影 11 月 28 日に実施し
た紫雲寺地区の打合せ）

当市の宮村会長が、大会の議長と
して議案審議等の進行役を務めま
した。

グループワークは明るく、楽しく、
ユーモアも交え、意見を出し合い
ながら、交流を深めました。

11
月
20
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で

「
地
域
計
画
策
定
関
係
機
関
打
合
せ
」

会
場　

新
発
田
市
役
所
加
治
川
庁
舎

11
月
21
日

「
新
潟
県
農
業
委
員
会
大
会
」

会
場　

新
潟
テ
ル
サ

11
月
24
日

「
女
性
農
業
者
の
た
め
の

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

会
場　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
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※この情報は、令和５年中に公告した農地の賃貸借契約のデータを単純集計したものです。
�（単位：10ａ当たり）

※　�農地法の改正により標準小作料が廃止されたことに伴い、新発田市では上記のとおり賃借料の目安となる情報提供を
行います。

※　�農地の賃借料の集計は字単位で行われているため、圃場整備が字の全部で完了していない場合も区分１の圃場整備済
地区に集計しています。

※　データ集計の際、０円（使用貸借）契約は除外しています。

区 分

地 区

1
データ数

（4,598）
※ 最多契約額

【20,000円】

２
データ数

（2,331）
※ 最多契約額

【15,000円】

３
データ数

（　  26）
※ 最多契約額

【  9,000円】

畑
データ数 

（　  73）
※ 最多契約額

【  3,000円】

【賃 借 料】

【最高契約額】
【30,000円】
【平均契約額】
【18,387円】
【最低契約額】
【  5,000円】

【最高契約額】
【25,000円】
【平均契約額】
【15,545円】
【最低契約額】
【  5,000円】

【最高契約額】
【10,638円】
【平均契約額】
【  9,223円】
【最低契約額】
【  9,000円】

【最高契約額】
【20,000円】
【平均契約額】
【  5,603円】
【最低契約額】
【  3,000円】

※�畑の金額については、
新発田市全域のデータ
になっています。

新 発 田 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

五十公野 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

松　　浦 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

米　　倉 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

赤　　谷 全区域

川　　東 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

菅　　谷 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

加　　治 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

佐 々 木 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

豊　　浦 ◎圃場整備済地区

◎�区画整備済地区で10
～20a区画全域及び福
島潟周辺並びに山沿地
区で圃場整備未済地区

紫 雲 寺 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

加 治 川 ◎圃場整備済地区
◎�圃場整備未済地区及び

山沿地区で圃場整備未
済地区

令和５年中に公告した新発田市の
農地賃借料情報をお知らせします。
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農
業

委
員

会
広

報
２

月
号

N
o.52

さ
わ

や
か

は
私

た
ち

が
編

集
し

ま
し

た
。

編
集

委
員

長
	

髙
木

　
辰

夫
編

集
委

員
	

杉
林

　
　

武
・

渡
邉

　
博

子
・

若
杉

智
代

子
　

	
阿

部
　

國
範

・
村

田
　

研
悦

・
宮

村
　

正
義

・
苅

谷
　

恒
夫

	
	

布
施

　
義

隆
・

武
藤

　
直

樹
・

清
野

　
敏

昭
・

渋
谷

　
　

淳
・

横
野

　
　

寛

今回は川東地区の株式会社スマートアグリさん
へおじゃましました。� （担当： 渋谷 淳 委員）

　
「
株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
ア

グ
リ
新
発
田
」
は
令
和
３
年

に
代
表
取
締
役
の
小
野
晴
貴

さ
ん
と
お
父
さ
ん
の
秀
男
さ

ん
が
協
力
し
て
設
立
し
た
会

社
で
す
。
令
和
５
年
の
水
稲

作
付
面
積
は
27
ha
。
栽
培
品

種
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
、新
之
助
、

ち
ほ
み
の
り
で
す
。
作
付
け

の
う
ち
、
20
ha
を
直
播
栽
培

と
し
て
作
業
の
省
力
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
―

は
２
機
所
有
し
て
農
薬
散
布

の
委
託
も
受
け
て
お
り
、
今

年
は
1
千
ha
を
散
布
す
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
に

あ
た
っ
て
は
地
域
の
人
た
ち

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
水
稲

の
ほ
か
に
麦
の
栽
培
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

「
地
域
の
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
」

「
地
域
の
協
力
に
感
謝
し
な
が
ら
」

　2023年秋、稲作農家は期待と不安の中で刈取りを
迎えた。刈取り前から猛暑の影響が心配されたなか、
案の定、不安が的中。コシヒカリにおいては白濁等の
影響が出た。
　被害は県内全域に及んだ。私も50年以上米作りを
して初めての経験をした。今後も異常気象が続くと予
測されているが、個々の農家が対応するのは難しい。
県、農協、関係研究機関などから、対策についての指
針をいただきたいと思う。
　さて、当委員会発行の広報「さわやか」では、新規
就農者、営農組織等を紹介掲載している。紹介写真を
見ると、どちらも若い人達の姿が映っている。頼もし
く見え、新発田の農業は捨てたもんじゃないと感じ
た。
　私は昔ながらのアナログ人間。しかし若い人達は
SNS等での情報発信・取得と幅広い人との繋がりを
持ち知識・人脈を広げ、新しい発想力と行動力で農業
にチャレンジしている。
　もう一つは、新規就農者に女性の方の就農も紹介さ
れるようになった。女性ならではの感性、発想で頑
張っている。これは素晴らしいことで、昔の農家では
考えられないことだと思う。さらに異業種からの農業
参入もあり６次産業化まで考えている。
　私たち農業委員・推進委員ともに、しっかりサポー
トしていきたい。これからの新発田市の農業は、こう
いう人たちが先頭に立ち発展していくことを期待した
い。� （阿部 國範委員）

■
発

行
　

新
発

田
市

農
業

委
員

会
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〒
959-2415 新

発
田

市
住

田
510番

地
 FA

X
 0254-33-3930

■
印

刷
　

島
津

印
刷

株
式

会
社

インフォメーション

　田の売買や貸し借りを予定されてい
る方は、早めに農業委員会へ書類を提
出してください。受付の再開は農地中
間管理機構が６月26日（水）から、
その他は８月13日（火）です。
◎�畑は通年で受け付けています。

　地域計画により、令和７年２月11
日（予定）以降、基盤法相対（売買・
貸借）は提出できなくなり、
①農地中間管理機構（農林公社）
②農地法３条に基づく許可
　の２種類のみとなります。

農地（田）の権利移転の手続きは
４月25日（木）４月25日（木）までに

農地売買・賃貸借
手続き変更について

編◆集◆後◆記編◆集◆後◆記

会社のマークは市内のデザイナーの
方に依頼して作成しました。ヘリコ
プターのローターをモチーフにした
ものです。水色は空、緑色が稲をイ
メージしています。

ご意見・ご感想をお寄せください。　　農業委員会事務局　TEL 0254-33-3119


